
（　単位：千円　）
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横浜住民との双方向交流による
産業活性化プロジェクト

矢祭町農業法人会 ソフト 799 508

これまで交流のなかった横浜市の住民に対し、矢祭町でのグリーンツーリ
ズムや、横浜市での農産物販売等を通じて、横浜市民との双方向交流、
矢祭町の首都圏での知名度向上、及び矢祭町産農産物の販路拡大を
図った。
○矢祭町におけるグリーンツーリズム
　・開催日：8/12～14
　・参加者：22人
○横浜市内で「矢祭マルシェ」の実施
　・開催日：８～３月 毎月１回 計８回
　・来客数：平均178人

H30.8.1～
H31.3.10

矢祭町
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やまつり清流の里ゆったり・ほっ
こり里山時間プロジェクト

やまつり清流の里協
議会

ソフト 1,924 1,200

過疎化と高齢化が進む矢祭町内川地区において、視点の異なる人々との
ふれあいを通じた地域住民の地域の価値・魅力・資源の再認識と地域の
活性化を図るとともに、繰り返し内川地区を訪れてくれる地域のファンの獲
得と将来的な移住につなげるため、首都圏在住者を対象とした体験型交
流事業を実施した。
○9/15　魚のつかみ取り体験　参加者44人
○9/29　稲刈り体験　参加者20人
○11/4　蒟蒻・えごま収穫、蒟蒻作り体験　参加者23人
○2/16　餅つき、ヤマメ塩焼き体験　参加者10人
○2/23　千葉県流山市でのPR
○3/17、18　大学生の農業体験、農泊　参加者20人
○3/25　餅つき、春の山菜収穫体験　参加者10人　　合計127人

H30.8.1～
H31.3.25

矢祭町
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さめがわ・de・トワイライト
さめがわ・de・マル
シェ実行委員会

ソフト 867 649

西洋文化のハロウィンに似た風習「お月見どろぼう」がある鮫川村におい
て、地元の名物である土手カボチャを使用したハロウィンイベントを開催す
ることで、鮫川村の魅力・味覚・伝統を広くPRした。また、冬期間にはイルミ
ネーションを設置し、鮫川村から見える星空と地上のイルミネーションをPR
することで、双方の相乗効果により、観光のオフシーズンにおける村への
誘客を図った。
○ハロウィンイベント「さめがわ・de・ハロウィンナイト」
　・日時：平成30年10月27日
　・場所：手・まめ・館
　・来場者：700人
○さめがわ・de・イルミネーション
　・期間：平成30年12月１日～平成31年２月28日
　・場所：手・まめ・館

H30.8.13～
H31.2.28

鮫川村

3,590 2,357

平成３０年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（一般枠：過疎・中山間地域）
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